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秋田市雄和ふるさとセンター管理運営規則の廃止

第１ 廃止理由

雄和ふるさとセンターの廃止に伴い、この規則を廃止しようとするも

のである。

※廃止は、平成25年10月１日からとする。

定例会資料：議案第24号
平成２５年９月２５日
文 化 振 興 室
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秋田市河辺農林漁業資料館管理運営規則の廃止

第１ 廃止理由

河辺農林漁業資料館の廃止に伴い、この規則を廃止しようとするもの

である。

※廃止は、平成25年10月１日からとする。

定例会資料：議案第25号
平成２５年９月２５日
文 化 振 興 室
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秋田市教育委員会行政組織規則の一部改正

第１ 改正理由

雄和ふるさとセンターおよび河辺農林漁業資料館の廃止に伴い、規定

を整備するため、改正しようとするものである。

第２ 改正要旨

１ 目次関係

規定を整備するもの

２ 第８条関係（事務局の分掌事務等）

文化振興室の分掌する事務から、雄和ふるさとセンターおよび河辺

農林漁業資料館に関する事務を削除するもの

３ 第26条の２関係（雄和ふるさとセンターの分掌事務）

雄和ふるさとセンターの分掌事務に関する規定を削除するもの

４ 第26条の３関係（河辺農林漁業資料館の分掌事務）

河辺農林漁業資料館の分掌事務に関する規定を削除するもの

５ 第27条関係（職員の職）

館長を置く機関から河辺農林漁業資料館を、所長を置く機関から雄

和ふるさとセンターをそれぞれ削除するもの

６ 附則関係

施行は、平成25年10月１日からとするもの

定例会資料：議案第26号
平成２５年９月２５日
総 務 課
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秋田市教育委員会行政組織規則新旧対照表

改 正 案 現 行

目次 目次

第１章 総則（第１条―第４条） 第１章 総則（第１条―第４条）

第２章 事務局（第５条―第８条） 第２章 事務局（第５条―第８条）

第３章 教育機関（第９条―第26条） 第３章 教育機関（第９条―第26条の３）

第４章 職制（第27条・第27条の２） 第４章 職制（第27条・第27条の２）

第５章 補則（第28条・第29条） 第５章 補則（第28条・第29条）

附則 附則

第１条～第７条 （略） 第１条～第７条 （略）

（事務局の分掌事務等） （事務局の分掌事務等）

第８条 （略） 第８条 （略）

２ （略） ２ （略）

３ 文化振興室の分掌する事務は、おおむね次 ３ 文化振興室の分掌する事務は、おおむね次

のとおりとする。 のとおりとする。

(1) 文化振興の総合企画および調査研究に関 (1) 文化振興の総合企画および調査研究に関

すること。 すること。

(2) 芸術・学術文化活動の育成に関すること｡ (2) 芸術・学術文化活動の育成に関すること｡

(3) 文化施設の設置および廃止に関すること｡ (3) 文化施設の設置および廃止に関すること｡

(4) 文化振興基金の管理に関すること。 (4) 文化振興基金の管理に関すること。

(5) 文化財の調査・保護管理に関すること。 (5) 文化財の調査・保護管理に関すること。

(6) 文化振興審議会に関すること。 (6) 文化振興審議会に関すること。

(7) 文化財保護審議会に関すること。 (7) 文化財保護審議会に関すること。

(8) 秋田城跡調査事務所に関すること。 (8) 秋田城跡調査事務所に関すること。

(9) 雄和ふるさとセンターに関すること。

(10) 河辺農林漁業資料館に関すること。

(9) 野外音楽堂に関すること。 (11) 野外音楽堂に関すること。

(10) 千秋美術館、赤れんが郷土館（分館含 (12) 千秋美術館、赤れんが郷土館（分館含

む。）、佐竹史料館、文化会館との連絡調 む。）、佐竹史料館、文化会館との連絡調

整に関すること。 整に関すること。

(11) 室の予算経理に関すること。 (13) 室の予算経理に関すること。

４および５ （略） ４および５ （略）

第３章 第３章

第９条～26条 （略） 第９条～26条 （略）



- 5 -

（雄和ふるさとセンターの分掌事務）

第26条の２ 秋田市雄和ふるさとセンター条例

（平成16年秋田市条例第115号）の規定による

雄和ふるさとセンター（以下「ふるさとセン

ター」という。）の分掌する事務は、おおむ

ね次のとおりとする。

(1) 資料の収集、保存および展示に関するこ

と。

(2) 文化財の調査および研究に関すること。

(3) ふるさとセンターの使用に関すること。

（河辺農林漁業資料館の分掌事務）

第26条の３ 秋田市河辺農林漁業資料館条例

（平成16年秋田市条例第116号）の規定によ

る河辺農林漁業資料館の分掌する事務は、お

おむね次のとおりとする。

(1) 資料の収集、保存および展示に関するこ

と。

(2) 文化財の調査および研究に関すること。

第４章 職制 第４章 職制

（職員の職） （職員の職）

第27条 次の表の左欄に掲げる職は、それぞれ 第27条 次の表の左欄に掲げる職は、それぞれ

同表の中欄に掲げる事務局および教育機関に 同表の中欄に掲げる事務局および教育機関に

置き、その職務は、それぞれ同表の右欄に定 置き、その職務は、それぞれ同表の右欄に定

めるところによる。 めるところによる。

番号 左欄 中欄 右欄 番号 左欄 中欄 右欄

(略) (略) （略） 上司の命を受けて､ (略) (略) （略） 上司の命を受けて､

3 館長 自然科学学習館 所管事務を掌理し､ 3 館長 自然科学学習館 所管事務を掌理し､

公民館 所属職員を指揮監 公民館 所属職員を指揮監

図書館 督する。 図書館 督する。

千秋美術館 千秋美術館

赤れんが郷土館 赤れんが郷土館

民俗芸能伝承館 民俗芸能伝承館

佐竹史料館 佐竹史料館

文化会館 文化会館

河辺農林漁業資料館

4 所長 学校給食センター 4 所長 学校給食センター

教育研究所 教育研究所

太平山自然学習センター 太平山自然学習センター
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秋田城跡調査事務所 秋田城跡調査事務所

勤労青少年ホーム 勤労青少年ホーム

女性学習センター 女性学習センター

雄和ふるさとセンター

(略) (略) （略） (略) (略) （略）

(略) (略) （略） （略） (略) (略) （略） （略）

２および３ （略） ２および３ （略）

以下 （略） 以下 （略）
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秋田市教委公告（案）

平成26年度に秋田市立秋田商業高等学校に入学する生徒を次のとおり募

集するので、秋田市立秋田商業高等学校学則（平成３年秋田市教委規則第

８号）第８条第２項の規定により公告する。

平成25年９月 日

秋田市教育委員会

委員長 進 藤 光 子

１ 選抜の種類

前期選抜および一般選抜を設定する。

２ 入学願書の提出期日および提出先

(1) 提出期日

ア 前期選抜 平成26年１月14日（火）から１月16日（木）正午まで

イ 一般選抜 平成26年２月12日（水）から２月14日（金）正午まで

(2) 提 出 先 秋田市立秋田商業高等学校長とする。

３ 入学検定料

2,200円

４ 入学志願者検査日

(1) 前期選抜 平成26年１月30日（木） 学力検査および面接

ア 実施教科 ３教科（国語、数学および英語）

イ 面接 学力検査終了後、秋田市立秋田商業高等学校において行う。

(2) 一般選抜 平成26年３月５日（水） 学力検査および面接

ア 実施教科 ５教科（国語、社会、数学、理科および英語）

イ 面接 学力検査終了後、秋田市立秋田商業高等学校において行う。

５ 出願資格

(1) 前期選抜 中学校又はこれに準ずる学校を平成26年３月に卒業する

見込みの者で、「平成26年度秋田県公立高等学校入学者選抜実施要項｣

定例会資料：協議事項(1)
平成２５年９月２５日
学 事 課
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で定める「出願の条件」を満たしている者

(2) 一般選抜 次のア又はイに該当する者で、前期選抜で合格していな

い者

ア 中学校又はこれに準ずる学校を平成26年３月に卒業する見込みの

者又は卒業した者

イ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条の規定に

該当する者

６ 募集する学科名および募集人員

(1) 学科名 商業科

(2) 募集人員 男女 240名

７ 合格者の発表

(1) 前期選抜 平成26年２月６日(木)午後４時

(2) 一般選抜 平成26年３月12日(水)

８ その他

入学者の選抜の実施上必要な細目事項は、「平成26年度秋田県公立高

等学校入学者選抜実施要項」の定めるところによるものとする。
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秋田市教委公告（案）

平成26年度に秋田市立御所野学院中学校に入学する生徒を次のとおり募

集するので、秋田市立御所野学院中学校、高等学校学則（平成11年秋田市

教委規則第７号）第７条第２項の規定により公告する。

平成25年９月 日

秋田市教育委員会

委員長 進 藤 光 子

１ 入学願書の提出期日および提出先

(1) 提出期日

平成25年11月12日（火）から平成25年11月15日（金）まで。ただし、

郵送の場合は平成25年11月15日（金）までの消印を有効とする。

(2) 提出先

秋田市立御所野学院中学校長とする。

２ 出願資格

平成26年３月に小学校の課程を修了見込みで、保護者とともに、秋田

市内在住又は平成26年４月１日までに在住予定の者

３ 募集人員

80名

４ 入学予定者選考の実施期日等

(1) 実施期日 平成25年12月７日（土）

(2) 内容 適性検査および面接

５ 選考結果の通知

平成25年12月25日（水）

６ その他

入学者決定に関して必要な細目事項は、別に定める「平成26年度秋田

市立御所野学院中学校入学者決定要項」によるものとする。

定例会資料：協議事項(2)
平成２５年９月２５日
学 事 課



◎
　
１
０
月
の
主
な
行
事 件
　
　
名

月
日

曜
日
開
始
時
刻

場
所

内
　
　
容

主
管
課

南
部
公
民
館
ま
つ
り

1
0
月
4
日
金
9
:0
0
南
部
公
民
館

作
品
展
示
・
芸
能
発
表
　
他

1
0
月
6
日
（
日
）
ま
で

南
部
公
民
館

第
１
０
回
サ
ン
パ
ル
秋
田
ま
つ
り

1
0
月
4
日
金
1
0
:0
0
文
化
会
館
内

講
演
会
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示
や
ｻー
ｸ
ﾙ
体
験

な
ど
1
0
月
6
日
（
日
）
ま
で

中
央
公
民
館
・
女
性
学

習
ｾ
ﾝ
ﾀー
・
勤
労
青
少

年
ﾎー
ﾑ

開
館
３
０
周
年
記
念
事
業

市
民
文
化
講
座

1
0
月
4
日
金
1
3
:3
0
中
央
図
書
館
明
徳
館

「
愛
を
待
つ
女
追
う
女

～
蜻
蛉
日
記
・
和
泉
式
部
日
記
を
読
む
～
」

中
央
図
書
館
明
徳
館

お
は
な
し
会

1
0
月
5
日
土
1
0
:3
0
新
屋
図
書
館

幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象
に
し
た
お
は
な
し
会
新
屋
図
書
館

親
子
で
英
語
 i
n
 フ
ォ
ン
テ
文
庫
　
L
et
's
 e
n
jo
y

E
n
gl
is
h
！

1
0
月
5
日
土
1
1
:1
5
フ
ォ
ン
テ
文
庫

英
語
に
よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
中
央
図
書
館
明
徳
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

1
0
月
5
日
土
1
4
:0
0
千
秋
美
術
館

企
画
展
「
細
見
美
術
館
名
品
展
」
の
展
示
作
品
に
つ

い
て
学
芸
員
が
解
説

千
秋
美
術
館

お
は
な
し
の
会

1
0
月
 5
日
土
1
4
:3
0
土
崎
図
書
館

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

1
0
月
1
9
日
、
2
6
日
も
開
催

土
崎
図
書
館

秋
田
城
跡
東
門
ふ
れ
あ
い
デ
ー

1
0
月
6
日
日
1
0
:0
0
史
跡
秋
田
城
跡

外
郭
東
門
を
中
心
と
し
た
歴
史
公
園
を
会
場
と
し
て
、

フ
リ
ー
マ
－
ケ
ッ
ト
、
野
菜
即
売
、
野
点
、
児
童
に
よ
る

踊
り
と
太
鼓
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

秋
田
城
跡
調
査
事
務

所

図
書
館
ま
つ
り

1
0
月
6
日
日
1
0
:0
0
土
崎
図
書
館

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市
や
ク
イ
ズ
な
ど

土
崎
図
書
館

開
館
３
０
周
年
記
念
事
業

市
民
文
化
講
座

1
0
月
6
日
日
1
4
:0
0
中
央
図
書
館
明
徳
館

「
明
徳
館
の
現
代
建
築
・
秋
田
の
国
指
定
庭
園
」
中
央
図
書
館
明
徳
館

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
絵
本
の
楽
し
み
　
み
っ
け
！

1
0
月
8
日
火
1
0
:3
0
新
屋
図
書
館

０
～
３
歳
児
を
対
象
に
し
た
お
は
な
し
会

新
屋
図
書
館

民
謡
講
座

1
0
月
1
0
日
木
1
4
:0
0
民
俗
芸
能
伝
承
館

「
お
こ
さ
」
と
は
、
「
奮
い
立
た
せ
る
」
と
い
う
意
味
の
言

葉
「
作
興
」
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
で
す
。
「
お
こ
さ
節
」
を

学
ぶ
。

民
俗
芸
能
伝
承
館

第
９
回
弥
生
っ
こ
村
ま
つ
り

1
0
月
1
2
日
土
1
0
:0
0
地
蔵
田
遺
跡
「
弥
生
っ
こ
村
」
村
ま
つ
り
音
頭
、
弥
生
体
験
（
火
お
こ
し
、
勾
玉
づ
く
り

な
ど
）
、
軽
食
販
売
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
文
化
振
興
室

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
工
作
会

1
0
月
1
2
日
土
1
1
:1
5
フ
ォ
ン
テ
文
庫

親
子
で
楽
し
く
工
作
づ
く
り

中
央
図
書
館
明
徳
館

教
育
委
員
会
関
連
行
事
予
定

- 10 -

　
定
　
例
　
会
　
資
　
料
 
 
 
：
 
 
 
そ
　
の
　
他

平
　
成
 
　
２
５
　
年
 
　
９
 
 
月
　
２
５
 
 
日

総
　
　
　
 
　
　
　
　
務
　
　
　
 
　
　
　
　
課



件
　
　
名

月
日

曜
日
開
始
時
刻

場
所

内
　
　
容

主
管
課

古
文
書
解
読
講
座

1
0
月
1
2
日
土
1
3
:3
0
雄
和
図
書
館

古
文
書
の
解
読

1
0
月
2
6
日
（
木
）
も
開
催

雄
和
図
書
館

お
り
が
み
の
会

1
0
月
1
2
日
土
1
4
:3
0
土
崎
図
書
館

お
り
が
み
と
お
は
な
し
一
つ
ず
つ

土
崎
図
書
館

第
2
8
回
秋
田
国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

1
0
月
1
3
日
日
9
:3
0
千
秋
公
園
～
八
橋
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

1
0
㎞
、
3
.1
㎞
お
よ
び
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

は
ず
む
ス
ポ
ー
ツ
都
市
「
第
３
３
回
健
康
の
つ
ど

い
」

1
0
月
1
4
日
月
9
:3
0
八
橋
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

ほ
か

体
力
テ
ス
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
ほ

か
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

講
演
会
「
女
と
男
の
装
身
具
」

1
0
月
1
4
日
月
1
4
:0
0
千
秋
美
術
館
講
堂

縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
男
女
の
お
し
ゃ
れ
に

つ
い
て
、
千
秋
美
術
館
長
が
講
話

千
秋
美
術
館

新
屋
図
書
館
移
転
開
館
１
５
周
年
記
念

写
真
展
「
新
屋
の
原
風
景
」

1
0
月
1
6
日
水
1
0
:0
0
新
屋
図
書
館

平
成
1
0
年
の
開
館
以
前
の
写
真
を
募
集
、
展
示
新
屋
図
書
館

新
屋
図
書
館
移
転
開
館
１
５
周
年
記
念

秋
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

1
0
月
1
6
日
水
1
0
:0
0
新
屋
図
書
館

「
平
成
１
０
年
て
、
ど
ん
な
年
？
」

新
屋
図
書
館

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お
は
な
し
会
○
ま
る
っ

1
0
月
1
7
日
木
1
0
:0
0
土
崎
図
書
館

乳
児
と
そ
の
保
護
者
向
け
の
手
遊
び
や
絵
本
な
ど
土
崎
図
書
館

東
部
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

1
0
月
1
9
日
土
9
:0
0
東
部
公
民
館

利
用
者
に
よ
る
作
品
展
示
・
芸
能
発
表
お
よ
び
東
部

地
区
幼
児
・
児
童
・
生
徒
に
よ
る
文
化
交
流
ひ
ろ
ば
な

ど

東
部
公
民
館

パ
ン
ダ
の
え
ほ
ん
修
理
屋
さ
ん

1
0
月
1
9
日
土
1
0
:3
0
フ
ォ
ン
テ
文
庫

絵
本
の
修
理

中
央
図
書
館
明
徳
館

お
は
な
し
の
会

1
0
月
1
9
日
土
1
1
:1
5
1
4
:0
0
フ
ォ
ン
テ
文
庫

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か
せ

中
央
図
書
館
明
徳
館

せ
せ
ら
ぎ
映
画
上
映
会

1
0
月
1
9
日
土
1
5
:0
0
河
辺
総
合
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー

上
映
作
品
「
恋
谷
橋
」

生
涯
学
習
室

第
3
5
回
市
民
文
化
の
つ
ど
い
・
第
1
1
回
郷
土
秋

田
を
考
え
る
文
化
講
演
会

1
0
月
1
9
日
土
1
7
:0
0
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

講
師
に
橋
本
五
郎
氏
(読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
)を

お
招
き
し
、
「
ど
う
な
る
秋
田
　
ど
う
す
る
秋
田
　
～
文
化

が
未
来
を
切
り
開
く
～
」
と
題
し
講
演
会
を
開
催
す
る
。

文
化
振
興
室

点
茶
席

1
0
月
2
0
日
日
1
3
:3
0
千
秋
美
術
館

企
画
展
「
細
見
美
術
館
名
品
展
」
に
関
わ
る
点
茶
席
を

開
催
協
力
：
茶
道
裏
千
家
　
安
倍
宗
琴
社
中

千
秋
美
術
館

親
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
う
た

1
0
月
2
2
日
火
1
1
:0
0
フ
ォ
ン
テ
文
庫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
わ
ら
べ
う
た

中
央
図
書
館
明
徳
館

北
部
公
民
館
ま
つ
り

1
0
月
2
5
日
金
1
8
:3
0
北
部
公
民
館

作
品
展
示
、
芸
能
発
表
、
な
ま
は
げ
太
鼓
ラ
イ
ブ
「
恩

荷
」
、
油
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
な
ど

1
0
月
2
7
日
（
日
）
ま
で

北
部
公
民
館
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件
　
　
名

月
日

曜
日
開
始
時
刻

場
所

内
　
　
容

主
管
課

も
の
作
り
講
座
　
履
き
ご
こ
ち
満
点
「
布
ぞ
う
り
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

1
0
月
2
5
日
金
午
前
の
部
9
:3
0

午
後
の
部

1
3
:3
0

民
俗
芸
能
伝
承
館

身
近
に
あ
る
素
材
の
タ
オ
ル
地
を
使
っ
て
「
布
ぞ
う
り
」

を
制
作
す
る
体
験
講
座

民
俗
芸
能
伝
承
館

雄
和
図
書
館
お
は
な
し
会

1
0
月
2
6
日
土
1
1
:0
0
雄
和
図
書
館

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
活
用
し
た
お
は
な
し
会
雄
和
図
書
館

新
屋
図
書
館
移
転
開
館
１
５
周
年
記
念

「
音
楽
と
語
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

1
0
月
2
6
日
土
1
3
:3
0
ア
ト
リ
エ
も
も
さ
だ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
朗
読
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
も

ら
う

新
屋
図
書
館

開
館
３
０
周
年
記
念
事
業

市
民
文
化
講
座

1
0
月
2
7
日
日
1
0
:0
0
中
央
図
書
館
明
徳
館

「
煎
茶
を
愉
し
む
　
狭
山
流
の
講
話
と
お
茶
席
」
中
央
図
書
館
明
徳
館

新
屋
図
書
館
移
転
開
館
１
５
周
年
記
念

市
民
文
化
講
座

1
0
月
2
7
日
日
1
0
:3
0
新
屋
図
書
館

大
人
向
け
「
ア
ル
バ
ム
作
り
」

新
屋
図
書
館
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